
★３６例目 
【農場の概要】 
 ・農場所在地 鹿児島県さつま町 
 ・飼養状況    肉用鶏 約３．３万羽 
          
【経 緯】 
 ・１月１２日、死亡羽数増加の通報を受け鹿児島県  
   が 立入検査を実施し、簡易検査で陽性を確認。 
 ・１月１３日、遺伝子検査の結果Ｈ５亜型であり、 
     ＨＰＡＩ疑似患畜と確認。  

兵庫県淡路市 
  （１０例目） 

鹿児島県さつま町 
     （３６例目） 

今シーズンは多量の

鳥インフルエンザウイ

ルスがあちこちに！ 

 今シーズンのウイルスは、感染してから死亡するま
での期間が⻑い傾向があるため、鶏の症状に注意
を払う必要があります。特に次の症状に要注意！ 
 

 突然死や元気消失、死亡羽数の増加 
 とさかの変色、チアノーゼ（青黒っぽくなる） 
 鶏の顔が腫れる 

今回を含め１５県３６事例４９農場で発生！ 
約６０５万羽の鶏が殺処分！ 


